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結核症と尿係数

第 6 報

人間を対象とする Vitality測定法(疲労係数法〉としての

OjK3法の肺結核の外科的療法適用への再検討

植竹道三

(北海道大学医学部第一外科教室主任三上二郎〕

(北海道大学結核研究所化学部指導西風俗〉

(昭和33年 1月16日受付〉

緒 言

肺結核の外科的療法は， Boglivi (1696)による肺結

核病巣内薬剤注入法，Bany(1726)，BeII(1749)， Calissen 

(1815)等による空洞切開療法， BIock (1881)， Kr凸nlein

(1884)， I>oyen (1886)等によって肺切除療法が試みら

れた。即ち，初めて肺結核の外科的療法として発足した

のは，直達療法であったが，その成績は甚だ不満足なも

のであった。一方虚脱療法は， ForIanini (1888)1lによ

り人工気胸術が創められ，他方 Quincke (1888戸，

Spengler (1890)3)により夫々別々に，助摸外助骨切除

術(所謂胸廓成形術)が研究される様になった。其後，

Bier， Turban， Mikulicz， Lander等によって追試され

たが，当時は，一般的には，或る程度臨床症状の好転は

得られたものもあったが，大多数の症例には，結局持続

的の治療効果は得られなかった。然し，引続いての研究

者，就中， Brauer， Friedrich， Wilms， Sauerbruch等

によって所謂胸廓成形術として大成するに至ったが，更

に 1935年 CarISembが筋膜外肺尖剥離術を創案し，

ここに，今日の胸廓成形術の主流をなす筋膜外肺尖剥離

胸廓成形術が成立した。一方，直達療法は Beye(1935) 

Lindskog (1936)，小沢 (1938)，I>oIIey， J ones (1939) 

等により，肺切除の成功例が小数ながら報じられる様に

なった。

1947年頃から米国ではストレプトマイシンやノfス

等の化学療法剤が肺結核に対して本格的に用いられる様

になり，その結果，肺切除の治療成績は，急速に向上し

更に，麻酔や手術侵襲に対する対策(術前，術中，術後

処置)の向上と相まって，手術に対する安全性が漸次増

大して来た事は誠に好ましいところである。

しかし輸血補液に関しては周知の如く未だ学会に於

げる討議の焦点であり，之の基本条件が定っていない。

若しここに輸血補液条件の問題が解決されるならば，更

に肺結核えの外科的療法の適応範囲が拡大されることは

勿論であろう。然るに現在この問題は完全に解決されて

いるとはいえない。本条件の決定が未だ行われていなし、

理由は，現在一般に行われている医学的検査方法がその

解決のためには不完全な方法であることに起因する。換

言すれば，我々がここに真の意味の疲労測定法 (VitaIity

測定法)を保有して居れば，上記問題は容易に解決され

ることである。然るに今日の医学は未だその保有に至っ

ていなし、。

北海道大学医学部生化学教室は昭和 24年4)に尿係

数 (O/K)を発表し，それに疲労測定を確立する方向を

見定め，それに改良に改良が加えられ， O/K2 を経て新

法としての O/K3に至ってし、る。其の問種々なる研究者

により労働疲労下の生体5，10う寒冷 Stress下の生体6)

スポーツ疲労下の生体円精神的 Stress下の生体8) 結

核症等1lJを対象に種々研究が加えられている。更に，野

ui¥¥J9，ω は本法を胸部外科侵襲下の生体に適用しその優秀

性を認めているが，然し野崎の研究は輸血並びに補液の

質量共に同一条件下に於げる生体につき適用しているの

みで本法が果してその条件を変えた場合にいかなる態度

を示すかについては未だ検討されていなし、。

前述の如く，現代医学が完全なる疲労測定法を保有

しいるならば現在の外科領域に於げる最も重大にして緊

急を要する輸血並びに補液の質的量的決定は容易になし

得るところである。従って先人が O/K3法が他のすべて

の方法と異り疲労測定法としての性質を有し，而も最も

秀れた方法であると推奨しているとしても，これを外科

領域の立場から再三批判検討を加えることは誠に重大な

ことである。依って，ここに予は肺結核の外科的療法を
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行った 40例につき術前術後に於ける輸血，補液条件を

変えて本法を適用し，更に尿中 Cl濃度，尿中 Cl排出

量を併せ測定し，加えるに子術種類，被検者性別，肺活

量並び、に呼吸停止時間，温度表，閉鎖循環麻酔器との関

係等種々なる立場から静かに検討を加えた。ここにこれ

を報告する。

研究方法並びに研究条件

I 研究方法

1. 採尿方法

採尿は手術前 3~4 日より開始し，手術後 13 日まで

行ったが，手術後7日までは毎日，其後は隔日に行った

採尿は毎日午前 10時を境として 24時間尿を採集した

が，子術当日は手術直前迄の尿を採集し手術前日の尿に

合せた。尚術前術後日数表示は被検尿に主眼を置き臨床

上とは1日のずれを生じる。即ち，術直前迄を術前1日

目，術後翌日午前 10時迄の尿を術当日，術翌日午前 10

時より翌々日午前 10時迄の尿を術後1日目と云う様に

呼称する。

2. 測定項目

1) O/K3 

Vakat-013)， K3ω は西風の方法により測定し，夫

々1時間値 (mg/hour)にて表示し，それらより尿係数

O/K3を算出した。

2) 尿中 Cl濃度並びに尿中 Cl排出量

尿中 Cl量は Mohrの方法に従い測定し，これを

1時間値 (mg/hour)及び単位量値 (mg/100cc)にて

表示した。

3) 採尿は原則として術前術後を通し 24時間尿に

つき行し、時間値 (cc/hour)にて表示した。

H 研究条件

被検者は北海道大学医学部第一外科教室及び国立札

幌療養所に於て肺結核の外科的療法として肺葉切除術

(以後肺切と略す)，肺区域切除術，胸廓成形術(以後胸

成と略す)，空洞易j出術等を受けた患者を対称とした。

尚これ等の被検者は術前術後処置として大体次に述べる

如く行ったが，手術当日は出血量に従L、，輸血量及び輸

液量を適当に変えた。

大学集団は，肺切6例，肺区域切除術2例，胸成術

(一次及び二次胸成と補正的胸成)13例，空洞別出術2

例，膿胸筋肉充填術1例の 24lJIJである。

術前術後処置としては，肺切例は術前3日より術前

日迄，輸血 100cc， 55'，;"グノレコーゼ 500cc，手術当日は

前述の如く，出血量により多少の変動があるも，輸血

1000~3600 cc 及び 5~6 グルコーゼ、 1500~2500cc施行

し，術後 1 日日は，輸血 200~500cc及び5;;bグルコー

ゼ 500~1000 cc，術後 2~6 日目は，輸血 100~300cc 

及び 5F4グルコーゼ 500cc施行した。胸成及び其他の

症例に就いては，術前 2~1 日日は輸血 100 cc 及び 5~b

グルコーゼ 500cc，手術当日は輸血 300~600cc及び

5μ クルコーゼ 1000~1700cc，術後1日目は輸血 100

~200 cc 及び 596 グルコーゼ 500~1500cc，術後2日

目は輸血 100cc及び 5μ グノレコーゼ 500cc，術後 3~

4日目 S9bグノレコーゼ 500cc施行した。

附表 1 大学群

症例番号|性 i年令| 手 術 名

201-3 : 2i ! 30 I肺切
202-3 

203-3 

20←1 
205-1 

206-3 

207-3 

208-3 

209-1 

210-5 

211-1 

212-5 

213-7 

214--7 

215-9 

201-4 

202-4 

20←2 
205-2 

206-4 

207-4 

208-4 

210-4 

211-2 

2i 30 同上
2i I 49 同上
2i 31 I胸成一次
合 |同上

合 42 肺切

合 I 37 I同 上

2i 26 I [可上
2i ! 32 I胸成一次
2i 39 I区域切除
♀ ! 22 I胸成一次

♀ I 19 I区域切除

♀ I 39 I空洞摘出

合同上

2i 25 I気管支援閉鎖膿胸筋肉売填
2i 30 補E胸成
2i I 30 同上
古 31 空洞切開，胸成二次

合 |胸成二次，空洞切開

2i 42:繍E胸成
合 I 37 I同上

古!26 :同上
古! 39 同上

♀ 22 胸成二次

療養所集団は，肺切1例，胸成〈一次及び二次手術〉

15例の 16例である。

術前術後処置としては，肺切例は，術前3日より連

日 594グルコーゼ 20cc十V.B1，術当日は輸血 600cc 

及びリンゲル氏液 2500cc，術後1日目は輸血 200cc及

びリンゲ?ル氏液 1000cc，術後2日目は輸血 100cc及び

リンゲル氏液 500cc，術後3日目はリンゲノレ氏j夜500cc，

術後4日日以降は 55'，;"グルコーゼ 20cc+V.B1を施行

したが，本症例は肺切後 20日目に補E胸成を施行し，不

幸にして死亡した。胸成術は，術前3日より術前日迄は

5μ グノレコーゼ 20cc+V.B!，手術当日は輸血 200~



附表 2 療養所群

症例番号|性|年令| 手 術 名

301-1 合 18 胸成 次

302-1 合 20 同 上

303-1 (1)¥ 33 同 上

304-1 ♀ 27 同 止:

305-1 合 37 同 上

306-1 合 31 同 上

307-1 合 21 同 上

308-1 合 46 同 上

309-3 ♀ 27 目市 切

301-2 合 18 胸成二次

302-2 合 20 同 上

303-2 会 33 同 上

304-2 ♀ 27 同 上

305-2 合 37 同 上

306-2 合 31 同 上

310-2 ♀ 36 同 上

400 cc及びリンゲノレ氏液 1500CC，術後1日日はリンゲ

ル氏液 1000CC，術後2日目はリンゲツレ氏液 500CC，術

後3日目からは 5%グルコーゼ 20cc+V.B，を施行し

7こ。

註 ftEi7a番号一1は胸成一次手術
定例l番号-2は胸成二次手術

" "-3は肺切
" "-4は補豆胸成術

" "-5は肺区域切除術

" "-7は空洞易日出術

" "-9は膿胸筋肉充f異術
ftE例番号の後の数字は上記の如く手術糧類を表し

てu、る。叉，同一人は同一応例番号になワてい

るo

研究成績並びに考按

先ず症例を大学集団と療養所集団とに分類し，更に

大学集団中 O/K3が比較的上昇の烈しかった症例を A

群，共の他の大学集団を B群，又同様に療養所集団中

O/K3が術後大きく上昇し，或はその俸高値を示した症

例を C群，其の他の療養所集団を D群とした。即ち全

症例を O/K3の動きの上から A，B，C，D群の四群に分

類した。

A群の症例は 207-3(37才，合)， 210-5 (39才，

合)， 211-1 (22才，(1))， 212-5 (19才，♀)， 213-6 (39 

才，♀)， 211-2 (22才，♀〉の 7例で手術別に見ると

肺切1例，絢成(一次，及び二次)2例，区域切除2例，
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空洞摘出2例の 7例である。

B群の症例は 201-3(30才，合)， 202-3 (30才，

(1))， 203-3 (49才，合)， 204-1 (31才，合)， 205-1 ( 

才，合)， 206-3 (42才，合)， 208-3 (26才，合)， 209-

1 (32才，合)， 201-4 (30才， (1))， 202-4 (30才，合)，

204-2 (30才， (1))， 205-2 (才， (1))， 206-4 (42，才，

(1))， 207-4 (37才， (1))， 208-4 (26才，合)， 210-4 (39 

才，合〉の 16例で手術別に見ると肺切5例，胸成(一

次，及び二次) 5例，補E胸成6例の 16例である。

C群は 9170で 303-1(33才，合)， 304--1 (27才，

♀)， 306-1 (31才，合)， 307ー1(21才，合)， 308-1 (40 

才，合)， 309-3 (27才，♀)， 302-2 (20才，合)， 304-

2 (27才，♀)， 310-2 (36才，♀〕の 9例で手術別に

見ると肺切 1伊0，胸成(一次，及び二次) 8例の9例で

ある。

D群は7例で 301-1(18才，合)， 302ー1(20才，

(1))， 305-1 (37才，合)， 301-2 (18才，合)， 303-2 (33 

才，合)， 305-2 (37才，合)， 306-2 (31才，合〉の7

例で手術別に見ると全て胸成(一次，及び二次)の7例

である。

1 A，s両群の O/K3，尿申 CI濃度，尿申 CI排

出量の消長並びに両群比較

1. A，B両群O/K3の消長並びに両群比較(表Aー

1， B-1) 

A群の O/K3の動きく表 A-1)は術前(採尿回数

16) 30.8土3.23，術当日 83.3士37.55，術後1日目 74.4

士34.04，2日目 59.4士32.25，3日目36.4:t7.82，4日

目32.8:t14.11，5日目38.4:t14. 34，6日日 33.7:t10.31，

8日目 30.3士2.83，10日目 36.4士16.58，12日目 35.0

:t15.45となった。此等の全ての値は O/K3正常値

20.5:t3.0を上まわっていた1九此等の結果から見る如

く，術当日に極めて上昇し逐次下降し術後3日目に略々

術前値に復している。 A群全症例中最高値は症例 212-5

術当日 157.0で最低値は症例 213-7術後5日目 21.1で

ある。

B群はA群と術前術後処置が略々同ーの大学集団の

ものであるが，その上昇が比較的烈しくなかった症例で

あるが B群O/K3の動きは表 Bー1の如く，術前 26.1

士2.36，術当日 38.2:t4目49，術後1日目 39.6土7.93，

2日日 36.8:t6.77，3日目 34.7士6.26，4日目 26.6

:t5.51， 5日目 28.1:t4.27，6日目 26.9:t3.41，8日

目 29.6士5.47，10日目 28.0士3.96，12日目 28.7士4.38

であって A群では最高値 83.3士37.55に対しB群で

は 36.9:t7. 93で， A群では術当日最高値であるがB群

では術後1日目に最高を示している。又B群では術当日
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A群に於ける 0/K3，尿中 Cl濃度 (mg/100cc)，尿中 Cl排出量 (mg/hour)，の消長

|術前 o 1 II m IV V VI llII X 却

30~8-1- -83.3 !五 4 … l お ~'.I 32.8! 38.4ヲ示li示 36.4 3瓦
士3.23士37.55:t34叫:t32お:t7叫士14.11 士14外 i士10.311 土2.83士16兇I:t15.45 

Jm6151081 問 5lm2 同 51 311.7. 454.6 i 471.2 間 4!的1.5 I 627.0 
士133.911士163.971士57，80::t76.74士86.58士159.51

，
:t218. 51士329.42士364141±286841:t169.40

295.0 I 90.9 47.9 113.9 182.5 

:t49.70; 士39.23 :t31. 45 :t43. 29 士24.11

表 A
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表 A-l
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A， B群を比較するに両群共術前に，既に有意義の

差が認められ，有意義の差の認められないのは術後 3，

4， 8， 12日目で其の他の日には全て， A群に有意義の高

値が認められた。 A群では術後 3，8日目を除き全経過

中データーの分散が大であるが B群では全経過を通じ

てデーターの分散が小である。

1) 男女性別と 0/1むとの相関

大学群 23例中，女性4例，即ち症例211-1(22才)， 

212-5 (19才)， 213-7 (39才)， 211-2 (22才〉の4例

は全て A群中に入っていて B群中には女性症例が含ま

れていない。 l比の事は療養所群に就いても同様，女性症

例 4例は全て C群中に含まれ， D群には含まれていな

L 、。

両群における O/Kaの消長

二二]A 群

W'.f&] B 鷲

図 AB-l

120 

1口0

症例 212-5(19才，♀)は，術当日に 157.0を示

し， A群全症例中最高値を示し，文症例 211-1(22才，

♀〕は術後1日目に 121.8を示し， 157.0に次ぐ高値を

示している。此の様に性別的に女性が高値を示すのは男

女性別の体力的差位に依るものと考えられる。松田等16)

に依ると婦人科領域に於て，、単純子宮全摘出術及広範子

宮全摘出術に於ても極めて高位を示し，新法としての

O/K.から見た場合術後1日目，或は術後2日目に於て

極限値を示す。極限値とは O/K.1000以上を云う。こ

れを 0/K3に換算すると約 200となる。

前 o1 n m l'l V 官

有10，0，0，0， 1010 
JI曹 l l 

無 IX1X 十言

及術後 1，2， 3日目が比較的高値を示しているが，此の

債は， A 群では術後 3日目以降の値と略々同じ値であ

る。即ち術後1日目に僅かな山が見られるのみにて非常

に変化の少い動きしか見られない。

山ト計



表 B B群に於ける O/Ka，尿中 Cl濃度 (mg/100cc)，尿中 Cl排出量 (mg/hour)，の消長
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l術前 o 1 n m N V TI m x m 
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2) 肺活量及呼吸停止時間と O/Kaとの相関

A群の肺活量及呼吸停止時聞は附表 3にみる如く

で，肺活量は 1700~3600ccで一般にB群に比較して少

く，又呼吸停止時間も 18~36 秒で，全て 40 秒以下で

あってB群に比較して可成り短縮している。t!Dち呼吸停

止時間の短い症例及び肺活量の北較的少い症例は O/Ka

が高値を示している。

3) 輸血と O/Kaとの相関

大学全症例の輸血は附表 4，5にみる如くであって，

手術当日の輸血量に関しては A，Br均群に明らかなる差
違を見出し難し、。特に出血量少き症例に於ては余り特別

の差を見出し難L、が出血量多き症例即ち症例 207-3(37 

才，合)と症例 203-3(49才， 6)とを比較して見るに

附表 3 A並びにB両群に於ける被検者の呼吸停止

時間並びに肺活量

A群

症例番号 207! 211， 212 213. 214 

呼吸停止時間 一手 1 18秒~ 25秒 33秒
肺活量 3600cc2350cc，1700cc 3300cc，3000cc 

B群

202 204 206 

45秒! 33秒 I 30秒

肺活 ρしc
 
nu 
nv 
局旬、JmgJ 

nL c
 
nu 
A
H
v
 

m刊ρlv 
nlv 
nリハHV4EA 

弓

3

症例 203-3は術当日 3600ccの輸血を必要とする位大 又症例 203-3は術後 1日目 500cc 2 日日~6 日目迄

量出血を認め，症例 207-3は 1400ccの輸血である。 300cc， 7日目 100ccの輸血を行っている。一方症例
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附表 4 A並びにB河群の術前術後に於ける輸血量(新鮮血〉
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附表 5 A並びにB両群の術前術後に於ける補液量

A 若手

症例番号(年令，性) r -II I 

207-3 (37，合) 100 

210--5 (39，合) 500 
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B 群

(500) 
300 

500 

201-3 (30，合)

202-3 (30，合)

203-3 (49，合)

204-1 (31， (1)) 

205-1 ( ， (1)) 500 

206-3 (42， (1)) 100 

208-3 (26，合〕

209-3 (32， (1)) 500 

201-4 (30，合〉

202-4 (30，色)

204-2 (31，合)

205-2 ( ， (1)) 

206-4 (42， (1)) 

207-4 (37，合) 100 

208-4 (26， (1)) 
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500 2500 500 I 500 500 
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100 1000 1000! 100 100 100 i 100 1 100 1100 
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207-3は術後1日目 200cc， 2 日目 ~4 日目 100ccの

輸血を行っていて，手術時出血は症例203-3では大量出

血があったと考えられるにも拘らず，術後日を追つての

輸血が大量に行われているため， O/Kaが低値を示せる

ものと考えられる。

2. A，B両群の尿中 Cl濃度 (mg/100cc)の消長

並びに両群比較(表 A-2，B-2) 

A群尿中 Cl濃度の動きは表 A--2にみる如く統計

的に術前 77.96:t133. 91，術当日 510.8士163.97，1日

目 185.5:t57.80，2日目 132.2:t76.74，3日目 178.5

士86.58，4日目 311.7士159.51，5日目 454.6:t218. 01， 

6日目 471.2:t329.42，8日目 545.4士364.14，10日目

S91.5:t286.84， 12日目 627.0:t169. 40であって，術当

日は術前に比し余り大きく減少せず，術後 1，2， 3日目

に大きく減少し 2日目に最低値を示し， 4， 5， 6日日

で急激な上昇を示している。前述の如く O/Kaは術後1

日目に高値を示し，以後下降して低値を示すに反し，尿

中 Cl濃度は術後 1，2， 3日目に低値を示している。即

ち， O/Kaと尿中 Cl濃度とは全てがく一〉の相関を示

すとは限らなし、事になる。

B群の尿中 Cl濃度は統計的には表 B-2の如く術前
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:t99.60， 2日目 240.1:t62.69，3日目 289.7士67.13，

4日目 465.5士160.34，5日目 458.8:t90.82，6日目

518.5:t108.02， 8日目 496.7士118.15，10日目 494.8

士113.02，12日目 533.7:t6S. 31，であって， 尿中 Cl

濃度の最低は術後2日目に見られ 240.1士62.69で，こ

の値をA群と比較するにA群でも術後2日目に最低値を

示しているが，その値は 132.2:t76.74である。之に反

し術前値及ひ、術後12日目はA群では夫々779.6士133.91，

627. O:t 169.40であり B群では夫々 536.8:t41.20，

533. 7:t65. 31で，いづれもA群の方が高し、。即ちA群で

は術前値がB群より高いにかかわらず最低値が{尽く， B 

群では術前イ直はA群より低いにもかかわらず最低値はA

群より高いと云う事はそれだけ動きが少い事になる。換

言すれば，尿中 Cl濃度に就いても， O/Kaと同様B群

はA群より動きが少ない事になる。然し最低11宣はA群も

B群も術後2日目に見られ B群ではカープの動きは小

さいが， A群と似たカーブを画いている。

両群を比較するに術前値に於て既にA群に有意義の

高イ|立が認められる。即ち手術当日には有意義の差がな

い。術後 1，2， 3日日にA群に於て有意義の低値が見ら

れるが， しかし図に見る如く A群の術後4日日以降に於

けるデーターの分散は極めて大きし、。



表 A-2 A群に於ける尿中 Cl濃度 (mg/l00cc)，の術前術後に於ける消長 、40h 
術 前

E 耳I IV V VI L彊 X XII 
-IV I -1Il I -11 I -1 

307-3 (37， C!i) 11162.7; 207.6 44.4 120.7 175.9 i 290.2 388.7 369.4 I 349.7 355.2 562.9 
210-5 (39， C!i) 577.6 1 252.7 72.2 '. 108.3 ， 72.2 1 252.7 433.2 

211-1 (22，♀ 1914.71905.911049.5' 737.1' 386.1 193.1 

92.5 361.0 

96.5 123.6 122.9 473.9 789.8 附 8 1088.1 953.1 

2山(叫♀ 1772.21 579.2川 40317川 175.5 35.1 122.9 158.0 403.7 544.1 

213-7 (39，♀) 1 702.01 789.8! 529.51 473.9 1 228.2 263.3 298.4 386.1 684.5 441. 3 491.4 491.4 

214-7 (合) l| 229.5 31591 403.7 386.1 333.5 315.9 617.8 614.3 

幻1-2日2 ♀ 11醐 1 四 1741 岨4.5 1 19:>.1 87.8 140.4 509.0 895.1 877.5 772.2 635.4 789.8 

平均 779.6 510.8 I 185.5 山町 311.7 山 |4ml5454591516m

採準偏差 士133.91 i :1:163.97 士57.80 士76.741 :1:86.58:土問 51 ±218.011士印 43I士364.14 士加 84i :1:169刊
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295.0士49.70，術当日及び術後1日目 90.9:!::39.23，2-

3日目 47.9土31.45，十5-6日目 113.9:!::43.29，8-10-

12日目 182.5:!::24.11であり，術後 2-3日目に最低に

下り，漸時回復にむかっている。さて，この様な経過を

示した症例の尿中 Cl排出量を見るに，研究条件で既に

述べた如く，大学集団は輸液としてリンゲル氏液及び生

理的食塩水は全然使用してし、ないため尿中 Cl排出量は

少ない。尿中 Cl排出量の変動が輸液に大きく左右され

る事は勿論であるが，一方食餌にも左右される。一般に

腹部手術の場合に比し，胸部手術の場合は術後食餌摂取

が比較的自由で，極端な食餌制限の必要を認めないが，

此等の症例に於ては，術後速に食餌摂取が行われなかっ

たため，尿中 Cl排出量は少なかったのであろう。

又一方，尿中 Cl排出量は副腎機能にも左右され，

手術侵襲により副腎が刺戟されると副腎機能が旺盛にな

A，B両群における尿中 Cl渋皮の消長
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一般に尿中 Cl濃度は補液に於げる食塩と特に食餌

摂取量に大きく影響されるのであるが，図に見る如く，

A群で術後すべてB群に比し低値を示すは食餌挺取が少

く，換言すれば手術侵襲のため食慾なきためである。但

し，術当日及び術後1日目に於けるA群の低値は食餌摂

取と云うよりも与えられた補J夜の体内穆積を意味し，そ

れ以降は食餌の影響が多く現れ， A群のB群に比べて食

餌摂取少量から来る尿中 Cl濃度の減少が見られる。換

言すれば， A群の術後2日目以降に於げる低値は食餌JH
取不足から来たものと考えられる。

3. A， B両群の尿中 Cl折出量 (mg/hour)の消

長並びに両群比較〔表 A-3，B-3) 

A群の尿中 Cl排出量の動き(友 A-3) は術前

A群に於ける尿中 Cl排出量くmg/hour)，の消長表 A-3

症例番号(年令，性〉 W1Xxn 
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表 B-3 B群に於ける尿中 Cl排出量 (mg/hour)，の消長
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m
一
平
椋
一

症

一

一

り，生体内に Naを貯え K を排出する様になるため，

尿中 Cl排出量は少くなる。即ち，尿中 Cl排出量は輸

液及び食餌が略々同じ場合には，生体で営まれている副

腎機能と了度反対の関係になる。換言すれば副腎機能が

減退すれば尿中 Clは増加する事になる。即ち，手術侵

襲により副腎機能が旺盛になり，尿中 Cl排出量が少く

なっている。

B群尿中 Cl排出量の動きは統計的には別表の如く

術前308.7::1=34.52，術当日及び術後1日目139.5::1=37.28，

2-3日目 117.2::1=41.24，4-5-6日目 289.5土41.76， 8 

10ー12日目 301.4士58.73である。尿中 Cl排出量は両

群共に，術後2-3日目に最低値，即ちA群47.9::1=31.45，

B群 117.2::1=41.24で， B群はA群に比し約倍以上も排

出している事になる。

A群 B群共に，術前，術後の輸液は別表の如く，

余り格別の差がないのであって，又手術侵襲度に於いて

も極端なる差違を見出し難き以上，かかる尿中 Cl排出

量の差違は被検者個々の生体の反応の弱きため副腎機能

が旺盛にならなかった為と考えられる。

A群， B群を比較するに，術後に於ては，すべて有

意義の差が認められ， A群が常に低値を示し経過してい

る。

又術後 O/K，が上昇した集団 (A群〉は尿中Cl濃

度に於て，術後3日目は他に比し低値が認められ 4日

目以降はデーターの分散が甚だしかった。換言すれば4

1-:竺
256.3 

363.6 

218.4 

265.5 

548.8 

327.6 

244.5 

389.8 

253.1 

156.4 

329.7 

310.1 

254.5 

日目以降に於ては，尿中 Cl濃度の高値を示す集団と低

値を示す集団が存在する事になる。前述の如く， A，B両

群とも術前術後の補液輸血条件が略々同じであるにもか

かわらず，両者にかかる結果の還を見たことに関し次の

様に考えられる。

A群の術後3日目迄のB群に比し低値を示せるもの

があるがこれは同一被検者の尿中 Clに於てはA群は術

後全てを通してB群を下廻っている。即ち，術後4日日

以降尿中 Cl排出量はA群に於て下廻り，又上述の尿中

Cl 濃度から見た場合に， A 群では術後4日日以降にそ

の分散甚しく，両群の平均値は何等の差を見出せなし、。

表 A-4，B-4からもみるごとく， A群に於て術後の尿排

出の悪いものがうかがえる。それが特に尿中 Cl濃度の

高値を呈するものに於て甚しい事になる。換言すれば尿

中 Cl渡度のかかる極端なる上昇は尿濃縮，生体内に於

ける抗利尿系(脳下垂体後葉系〕の機能の利尿素(甲状

腺副腎系)のそれに比する機能冗進の存在する事を意味

する。さらに換言すれば，いわゆる高カリウム血症

(Acidasis)にある事を指し，又尿中 Cl濃度の低値は術

直後の副腎機能の冗進から未だぬけ出し得ず，生体は前

と反し低カリウム血症 (Alkalosis)にある事を示す。

4) A，B両群の尿排出 (cc/hour)の消長，並びに

両群比較(表 A-4，B-4) 

A群の尿排出の消長は術前に於ては 41.5士14.96，

手術当日 22.2::1=7.25，1日目 35.3士13.99，2日目 32.5
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:1:8.36， 3日巨 26.3土6.29，4日目 26.2:1:10.47，5日

目30.4:1:11.55，6日目 30.8:1:9.32，8日目 35.5土14.49，

10日目 42.3士27.46，12日目 29.0:1:13.84となり， B

群の尿排出の消長は術前に於ては 69.0:1:11.05，手術当

日30.4士2.31，1日目 40.2士4.99，2日目 33.8:1:4.77，

3日目 36.3:1:4.32，4日目 46.5:1:9.06，5日目 57.9土

6.05， 6日目 56.9:1:8.64，8日目 56.3:1:10.80，10日

目 56.9士8.68，12日目 59.1士9.74となるが，ここに

術後1日 2日の両日を除きA群に於てB群のそれに比

し常に有意の低値でみとめられた。換言すれば術後の尿

排出回復の悪いA群に於て U/K'11直の術後の高値がみら

れる事となる。

5. A， B 両群の尿蛋白 (μ〉並びに尿糖(~.のの

消長(表 A-5，A-6， B-5並びに B-6)

A， B両群に於ける尿蛋白，並びに尿糖の術前後の

消長は上記表の如くであるが，尿糖の術前後に於ける出

現率は補液として葡萄糖液を投与しているために大であ

るが， A， B 両群とも，術後 3~4 日間に大で，又尿中

蛋白出現率は術後 1，2日に大で，術直後にはそれがみ

られなかった。

A， B両群聞の比較に於ては尿糖の場合両者に差を

見出し難いが，尿蛋白に於てはA群に於て多少その出現
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表 B-6

C，D 両群における O/Kaの消長

二

m

図 CD-l

11日
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m 

はト斗

術後3日目で 141.5を示しているが，全体的には前述の

如く術後1日目が高値を示している。

C群とA群と比較して見るに， A群の最高値は症例

211-1(22才，♀〉の術後 1日目 121.8であるが， C群

の最高値は症例 304-1(27才，♀〉の術後4日目でC群

の此の値は四群中最高を示している。
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率の大なるをみた。

II C， D両群の O/Ka，尿中 CI濃度，尿中 CI排

出量の消畏並びに両群比較

1. C.， D 両群の O/Kaの消長並びに両群比較

C群は療養所集団中 0/ぬが術後高値を示せる症例

で此の動き〈表Cー1)は術前 40.8:t8.64，術当日 97.8

:t18.24， 1日目 73.3:t27.4，2日目 55.9:t28.6，3日

目 41.9士14.9，4日目 44.2:t12.57，5日日 37.6士11.3，

6日目 37.2士12.4，8日目 50.7士23.3，10日目 47.6

士24.0，12日目 40.5士17.54であり，術当日に最高慨

を示し，術後 1，2， 3日目と漸時下降するも 4日目に再

び上昇し， 5，6日目に術前値に復するも 8，10， 12日目

は又術前値より上昇している。

此の様にC群では1時術前値に復するも術後 8，10，

12日日に上昇しているが A群では前述の如く術後 4

日目からは余り大きな動きを示していなし、。これはA群

では輸血及びグリコーゼが可成りの量注射されているの

に反し， C群では術当日に少量輸血したのみにて其の後

輸血はされず，グルコーゼ、ではなくリンゲノレ氏液の補液

が行われているのみであり，而もリンゲル氏j夜の補波も

術後 62時間迄しか行われていなし、ため術後3日目に術

前値に復するも，其の後殆んど補液されぬため再び上昇

していると考えられる。

C群中症例 304(27才，♀)は胸成二次手術術後 5

日目に最高値 186.0を示し次いでは同人の胸成一次手術
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表 cC群に於ける O/K3，尿中 Cl濃度 (mg/100cc)，尿中 Cl排出量 (mg/hour)，の消長

|術前 o 1 n m w v n m x m 
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!70091727515005452914867i59221 耐 3 494.0 刑 9 520.6 I 日 1
Cl濃度

，:t120.70士244.97士110.13士71.50士76.38士133.02士168.17士200.47:t124.691:t142.211:t145.48 

255.9 169.4 附 7 203.8 202.9 
Cl排出量

|士56.20l 士39.9 :t47.1 士67.7 :tω.92 
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D群のO/K3の動き〔表 D-1)は術前 33.8士7.17，

術当日 51.1士16.7，術後 1日目 44.5:t20.0，2日目

31.5:t6.52， 3日目 28.8士6.74，4日目 26.4士27.9，

5日目 25.4土2.55，6日目 25.7:t3.29，8日目 25.3

士2.09，10日目 26.8士5.46，12日目 30.5士4.29で，

術当日最高値を示し術後2日目に急激に術前1[1'{に復しそ
のまま低値を示し術後 10，12日目に僅かに上昇し居る

も術前値より少し低い偵を示している。

之をC群と比較するに，両群共に術前には差なきも

D群では術当日最高値を示すとは云えC群の約 1/2の値

でC群の低値より僅かに上まわっているに過ぎない。又

C群全症例中最高値を示せるは症例 304-2の術後 4日

目 186.0で， D 群では症例 302-1術後 1日目 75.7

であって D群最高値はC群最高値の 1/2以下の値で

ある。即ち術後3日 4日，並びに 12日目を除くすべ

ての術後に於てC群の高値が認められる。

表 D D群に於ける O/K3，尿中 Cl濃度 (mg/100cc)，奴中 Cl排出量 (mg/hour)，の消長

l術前 o 1 n m w v 町 田 I x 狙

i3381511144.5|315l 288264125.4257125.31268!30.5 
O/K3 -_.-: . ==.= I 

|士7.17:t20， 0 !士20.0 士6.521士6.74 士2.791 士2.55，士3.29 士2.09; :t5.46，士4.29

Cl濃度 | 倒 9l m91  3275l m7i  4923| 仰 6 450.5! 627.31 767.2 725.1 
士158.33:士165.16士115.78士64.12:t196.08士228.17 :t 178 . 66士107.56¥士92.44オ207.74

351.1 362.9 ， 193.0 142.5 254.2 
Cl排出量 i 

I :t70.5 I 士70.5 :t71.3 士120.39 士82.51



101 

表 D-1 D群に於ける U/K3，の消長

;iA例番号!術 前
i -----，---- 0 1 n I III i IV 

(年令，性〉 卜判-EJ-E卜1
1

V VI E唖 XII 

i04idiJふ !--I 26云日訂|ームよ|瓦5-!22.5 25.3 

24.2 

26.5 

28.5 

24.8 

23.8 

24.7 

24.0 

28.8 

23.1 

26.0 

28.5 

38.2 

26.8 

26.8 

33.0 

33.9 

302-1(20， (1)) i 123.0;19.1120.21 72.81 75.7: 25.71 21.3 30.3 
305-1 (37， (1)) 1 134.5:53.5179.9: 53.0 1 52.9 41. 6 I 26.5 27.8 

25.8 

23.8 

27.3 

22.8 

301-2(18， (1)) 1 !32.2!37.0126.91 67.5 1 24.5 1 25.4 

303-2(33， (1)) 132.7130.6127.9，36.51 35.8 1 50.5' 31.3 1件 .3 22.7 

305-2(37，合)1 123.8129.4:38.21 64.5 1 23.4: 26.8 1 27.3 26.4 26 . 1 28 . 3 31. 5 

306-2(31， (1)) ! 129仰 61 37.61 21.6 
i 35.7 1 28.1 29.2 28.0 24.8 24.6 20.0 

平均 33.8 51.1 1 44.5 i 31.5 I 28.8 26.4 25.4 i 25.7 25.3 26.8 30.5 

標準偏差 士7.17 土16.7I士20.0 ::t6.521士6 土2.79
1 士2.55士3.29， ::t2.09士5 士4.29

2. C， D両群の尿中 Cl濃度の消長並びに両群比

較(表 C-2，D-2) 

C群の尿中 Cl濃度(表 C-2)は統計的に別表のお1

く術前 700.9士20.70，術当日 727.5士244.97，1日目

500.5::t244.97， 2日目 452.9::t71. 50， 3日目 486.7士

76.38， 4日目 592.2土133.02，5日日 606.3::t164.17，

6日目 494.O::t200. 47， 8日目 540.9士124.69，10日

目 52.06士142.21，12日目 655.l::t145. 48となってい

て，術後2日目に小さな谷を聞いている。 A群では同様

術後2日目に谷を画いて尿中 Cl濃度が極度に低値を示

しているが， C群では余り著しい下降を示していない。

C群での最低値は症例 306-1(31才，合〉の術後5日目

で 228.2で，次いで症例 309-3(27才，♀)の術後6

日日で 237.5であり，此の2個の値のみが 240以下で

他は240以上を示しているに反し， A群では全ての症例

が術後 1，2日目に 240以下に下降している。これは

A群にては術前術後の補液として一部を除きグルコーゼ

が使用されているに反し，療養所群では補液にリンゲル

氏液を使用せるためのものと考えられる。然し術後1週

間以上経過するも両群の聞に余り大きな差違は見出し難

く，又A群の一部では寧ろC群よりも尿中 Cl濃度が高

値を示している症例がある。これは術後経過日数と共に

術前術後処置の充分行われてし、る症例では速やかに全身

的な回復が行われ，それに伴って食餌摂取が行われるた

めと考えられる。又副腎機能に影響される事は前述の通

りである。

D群尿中 Cl濃度(表 D-2) の動きは術前 704.4

士98.73，術当日 650.9士158.33，術後1日目 533.9士

165.16， 2日目 327.5::tl15.78，3日目 335.7士64.12，

低f直を示し術後 10日目には術前値に復し 12日目には

術前値を上まわっている。

C群と比較して見るに両群術後2日 3日並びに10

日目に有意義の差が認められている。両群に共に術前値

は略々等しいがC群では術後 1，2日目と下降し，共の

後幾分上昇の傾向あるも術後 12日目になるも術前値に

復していないに反し， D群でも術後 1，2日目と下降し

てC群より低値を示しているも漸次上昇して術後 10日

目には術前値に回復しC群を上まわる傾を示している。

即ちC群に於ては術後 2，3日目に他に比し Cl濃縮が

見られ，生体が脱水状態にある事を意味する。換言すれ

ば版下垂体後葉系の冗進が見られる。

図 CD-2 C， D 両群における尿中 Cl濃度

(mg/100 cc)の消長

宵j 0 1 II m宵 y-vr ------w 

有I I I I I 101・
量殺_I"I ，-， I'fl

4日目 492.3士196.08，5日目 489.6士228.17，6日目 C， D群に於ては補液はリンゲル氏液を主体として

450.5士178.66，8日目 627.3士107.56，10日目 767.2 いる。前述の A，B群では補液はグルコーゼであって，

土92.44，12日目 725.1士207.74で，術後 3日目に最 術後 2，3日目迄に於ては尿中 Cl濃度の大きな減少が
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則一1(川合) I 473.9 
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301-2 (18，合) 1 704.01 956.7¥ 270.8; 794.2 
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表D-2 D 群に於ける以中 C1濃度 (mg/100α)，の消長

o I 1I lli IV 

1:::;l:;;:;(::jlz;; 
577.6 243.7 I 324.9 740.1 
361.0 288.8 270.9 I 5お .5

:t…  

V 日 l唖 X XII 

175.5 694.9 776.2 758.1 

415.2 469.3 631.8 451.3 

469.3 740.1 722.4 595.7 

704.0 667.9 884.5 992.8 

451.3 649.8 830.3 667.9 

487.4 541.5 758.1 884.5 

:t178.66 I :tl07. 56 :t92.44 士207.74
一一一一一一一一一一



見られ， C， D 群に比しその減少が大なる事は勿論当然

である。その場合の A，B若干の状態は副腎機能元進がそ

の原因である。 C，D 1+下に於てはリンゲノレ氏液を投与し

ているので術前後の生体反応は副腎機能/C進と云うより

は寧ろ脳下主体後葉系の機能冗進が現われて来ている。

3. C， D 両群の尿中 Cl排出量の消長並びに両群

比較(表 C-3，D-3) 

Cll下の尿中 Cl排出量の動きは統計的には別表の如

く術前 255.9士56.20，術当日及び術後 1日目 169.4士

39.9， 2-3日日 161.7士47.1，4-5-6日目 203.8士67.7，

8-10-12日日 202.9士60.92であって，特に書くべき変

化を余り示していないが，之をA群と比較して見るに，

A群では尿中 Cl排出量は術後1週間は全て 200以下を

示しているに反し， C群では殆んど 200近い偵を示して

いる。 A群では術後 8-10ー12日目に至りやっと 200近

い値を示しているに過ぎない。之を要するに術前術後の

補液にグノレコーゼ、を使用したかリンゲノ[.-J日夜を使用した

かに依るものに外ならないと考える。

A群では術後 2-3日目に全症例が 100以下を示し

ているに反しC群では症例 309-3(27才，♀)が術後

2-3日自に 90.9を示しているのみにて，他症例は全て

100以上を示している。又A君?では術後2-3日目に大き

な谷を酉J¥'、て全症例が似たカーブを函いているに反し，

C群ではその様な一定の傾向を見出せない。

D群の尿中 Cl排出量の動きは術前 362.9:t42.47，

術当日及び術後1目白 193.0士70.5，2-3日目 142.5士

71.3， 4-5-6日目 254.2士120.39，8-10-12日目 351.1

:t82. 51，でC群と異なり術後 2-3日目に大きく有意義

の下降を示し以後再び有意義の上昇を示している。術後
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2-3臼自に有意義の下降を示すことは此の期にC群に北

し，寧ろ体内に食塩の比較的多く補足されている事を示

す。即ちリンゲノレ氏液投与に依るK中毒から生体が逃れ

るための適応、反応として，食識の尿中脱出を抑えるため

体内に Naを諸積せんとする反応、が見られる。以後手術

侵襲から逃れるために生体は Anabolicに加入し，食餌

摂取がこれに伴¥"，尿中 Cl排出の増量となった。然る

に一方， C訴にてはかかる適応現象としての尿中 Cl(食

塩)の脱出を防ごうとせる反応が少く，且術後後半に至

ると食餌摂取少なく Anabolicに入り得ず， Cl排出量

図 CD-3 C， D 両者下における尿中 Cl排出量

(mg/hour)の消長

30日

4∞ 
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80 
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表0-3 D群に於ける尿中 Cl排出量 (mg/hour)，の消長

症例番号(年令，性) E
 
IVVVI 

術前

lV I -J[ -II!-I 
E 

301-1 (18，合 89.3 I 88 . 0 I 66 . 1 

302-1 (20， ~) 341.3 i 343.4 316.7 I 246.2 285.1 253.6 

30日 (37，~) 1 472.41 366.8 393.3 I 259.0 1 162.6 1 377.1 

301-2 (18， ~) I 314.0 I 255.4 247.21 195.6 113.7 377.7 

303-2 (33，~) I 251.2 i 313.1 ~ 459.6 273.3 I 128.9 63.0 323.5 

305-2 (37， ~) I 482.1 i 519.2 470.3: 291.9 190.4 293.8 

3什2竺竺一| ! ?78im31-!?三|竺土| 竺
平均 362.9 193.0 1 142.5 254.2 

標準備差 | 士42.47 士70.5 :t:71.3 士120.39

1唖 XXII

272.4 

300.8 

421.8 

470.9 

286.9 

439.4 

265.5 

351.1 

:t:82.51 

を伴わなかった。

4. C， D両群の尿排出 (cc/hour)の消長並びに

両群比較(表 C-4，D-4) 

C若手に於ける尿量の消長は表 C-4にみる如くであ

り， D群に於けるそれは表D-4のみる如くなるが，これ

等の表に見る如く術後に於てO/K3の高値を示したC群

に於てその尿排出は術前後を通じ，術後に於て O/K3の

比較的低値を示したD群の尿排出に北し低値を示した。

表 C-4 C群に於ける尿量 (cc/hour)，の消長

症例番号 -1 O I E E lV V VI WI X 粗
(年令，性)

302-1(20， ~) 36.4 30.0 35.4 22.5 22.9: 21.7 I 42.9 21. 7 26.7 29.6 

303-1 (33， ~) 27.0 17.1 33.3 12.9 33.3 I 51. 7 32.5 21. 7 27.9 36.7 44.6 

304-2(27，♀〉 68.9 35.9 39.5 60.0 46.3 56.3 I 40.4 I 44.6 42.5 49.6 37.5 

304-1(27.♀) ; 43.8 52.5 51.3 I 70.4 17.1 35.4 28.3 51. 7 47.5 

306-1 (31，合)1 14.6 27.3 i 26.3 15.0 35.4 16.7 22.9 33.3 16.7 

307-1(21，合) 22.4 i 21.3 14.6 27.1 I 60.8 60.4 35.8 17.9 I 44.6 

308-1 (46，合) 41.4 36目1 28.8 i 27.5 42.1 39.6 57.1 

310-2(36，♀〉 50.6 28.3 45.8 41. 3 35.4 50.0 45.7 47.1 42.7 : 39.6 

平均 41.5i 24.5 36.7 ， 33.9 40.4 35.3 i 40.6 30.0 I 37.7: 40.8 35.9 

標準偏差 l±14.381 士8.69:t:10. 99:士13.13士14.47士25.251 士8.65:t:12.08
1 

:t:12.93 士9.35:t: 11. 91 

表 Eト4 D群における尿量 (cc/hour)，の消長

症例番号
(年令，性) -I I 0 1 II J[ lV V VI 珊 X XII 

初1-1(1 8，~) 1 1 17.1 1 30.8! 29.6 1 31.3 1 28.3 1 45.8 30.41 84.6 

301-2(1 8，~) 1 91.3 1 27.1 1 27.1 j 26.31 30.01 60.41 70.0! 66.91 60.0 I 73.3 i 64.4 
302-2(20，~) I 37.6 I 27.2 I 33.8 I 26.7 I 40.8 I 32.5 I 58.3 34.6 I 35.8 I 47.1! 38.8 

303-2(33，~) I 51.9 I 20.5 I 23.8! 21.7 I 22.5 I 45.8 I 40.4 i 45.8， 30.0 i 35.8 34.6 

305-ms〕 83825O 513l44215257541725667!6671763846 

305-2(37，~) I 104.2 I 54.1 I 53.3! 40.4， 97.5 I 80.0! 37.5 I 72.5 i 70.6 I 43.8 I 74.2 
306-1(31 ，_~) I 51.8 I 14.5 I 29.8 i 28.1 12.9 12.9 12.5 I 35.0 I 30.4: 31.3 I 科 6

平均 70.1i 26.5! 35.7 i 31.0 i 41.1 i 47.7 I 40.7 50.9 I 46.9 I 49.5 i 53.5 

捺準f偏扇差 士28.0白何山い5，日山(土目±剖1日1.2幻ん7一 '/，"'i ..L/.JOj -L"-J.07'i 一 | 一 I ..l..:lU./Ui ..LIU.IL.I 
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本結果は前記 A，B両群に於けるそれと略同様であ

った。

C， D 両群の尿蛋白(%)，尿糖(~.のの消長

(表 C-5，D-5， C-6， D-6) 
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日目 (23.2士4.33)，8日目 (31.9士9.10)，10日目(28.6

士5.79)，12日目(18.6:t5. 9めであって，大学一次手

術群と異り，術後2日目に最高値を示しているも，デー

ターの分散が大きく，而も大学一次手術群に比べてその

大学一次手術群並びに大学二次手術

群における O/K3の消長

図 UIUII-1
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大学一次手術群及び大学こ次手術群の O/K3，

尿申 CI濃度，尿中 CI排出量の消長並びに

両群比較

大学手術群を便宜上，肺切6例，肺区域切除術2例，

胸成一次手術4例，空洞別出術2例，膿胸筋肉充填術1

例の計 15例を大学一次手術群と称し，補E胸成術6例，

胸成二次手術3例の計9例を大学二次手術群と称す。

1. 大学一次手術群及び大学二次手術群O/K3の消

長並ひ、に両群比較(表 UI-1，UIIー1)

大学一次手術群の O/K3の動き(表 UIーのは術前

(28.2士2.12)，術当日 (71.9士26.81)，術後1日目 (54.5

士17.97)，2日目 (47.0士15.22)，3日日付1.6士8.21)，

4日日(30.2士6.85)，5 日日(33.0士7.00)，6 日目

(29.7士5.36)，8日目 (28.5士2.68)，10日目 (32.2士

7.03)， 12日日 (31.9土6.76)，で術当日に急激な上昇を

示し，術後 1，2， 3， 4日目と比較的急激に下降し，その

後大きな変動が見られないが，術後全経過が術前偵を上

廻っている。

大学二次手術群の O/K3の動き f表 UIIー1)は術

前 (36.8:t8.85)，術当日(39.8士10.44)，術後1日目

(43.0士16.89)，2日日 (28.3土8.60)，3日目(31.1士

6.12)， 4日目 (24.8:t3.03)，5目日 (28.8士6.48)，6 

III 

大学一次手術砕に於ける O/K3尿中 Cl濃度 (mg/100cc)，尿中 Cl排出量 (mg/hour)，の消長
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表 un大学二次手術群に於ける O/K3， liì~中 Cl 濃度 Cmg/100cc)， t比中 Cl排出量 (mg/hour)，の消長
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表 ill-2 大学一次手術群に於ける尿中 Cl濃度 (mg/100cc)の消長

症例

(年令，性〕
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(523.6士124.88)，6日目 (592.2::t116.48)，8日目

く542.3士168.66)，10日目 (564.7士136.32)，12日目

C538.5::t117.13)であって，大学一次子術群と同様に術

当日及び術後1日目に急激な下降を示し，術後2日目に

最低値を示し，その後は大学一次手術群と異り術後 3，4

日日と急激に上昇し，それ以後は余り大きな変動なく，

ほぼ術前値に;5:い値を経過している。

両群を比較するに術後 10日目に大学二次手術群に

有意義の高値が認められるのみであるが，図を見て明か

な如く，大学二次手術群は大学一次手術群と同様，術当

日及び術後 1，2日目と下降したが，大学一次手術群よ

りは下降せず，而も術後 3，4日目と急激に上昇し，大

学一次子術群を上廻り，そのまま経過している。これを

要するに，大学一次手術群より大学二次手術群の方が術

後速かに食餌摂取が行われたため尿中 Cl濃度がそれだ

け速かに回復したものと考えられる。

3. 大学一次手術群及び大学二次手術群の尿中 Cl

排出量の消長並びに両群比較〔表 UI-3，UIl-3) 

大学一次手術群の尿中 Cl排出量の動きく表 UIーの

は術前(301.7土35.44)，術当日及び術後1日目 (116.0

::t38.76)， 2-3日目 (80.2::t34.90)，4-5-6日目 (185.1

::t57.78)， 8-10-12日目 (247.0士63.16)であって，手

術当日及び術後1日日と急激に下降し，術後2-3日日と

更に下降し最低値を示して，その後術後十5-6日目， 8-

10-12日日と漸次回復に向っている。

大学二次手術群の尿中 Cl排出量の動き(表 UIIー

のは，術前 (307.4::t42. 07)，術当日及び術後 1日目

値は約1/2である。術後3日目には既に術前値に復し，

寧ろ術前値を下廻っている。Ji.pち術後3日目以降全経過

が術前値を下廻っている。

両群を比較するに，術当日及び術後3日目に大学一

次手術群に有意義の高値が認められているのみである

が，図を見て尽Jjかなる如く， i<ti前値は大学一次手術群が

寧ろ低L、値を示しているにもかかわらず，術後に於ては

術後8日目を除き全経過中大学一次手術群が大学二次手

術群を上廻っている。特に大学一次手術群では全経過が

術前値を上廻っているに反し，大学二次手術群では術後

3臼目以降全経過が術前値を下廻っている。

2. 大学一次手術群及び大学二次手術群の尿中 Cl

濃度の消長並びに両群比較(表 UI-2，UII-2) 

大学一次手術群の尿中 Cl濃度の動き(表 UI-2)

は術前く658.8士90.43)，術当日 (463.9士121.49)，術後

1日目 (284.2::t126. 19)， 2日目(196.3士73.18)，3日

目 (221.1::t72.68)，4日目(329.7土106.70)，5日目

(411.7::t119.07)，6日日(464.5土163.27)，8日目 (467.7

::t177. 23)， 10日目 (483.9士176.28)，12日目 (589.5

士98.45)，であって，術当日及び術後1日目と急激に下

降し術後2日目に最低値を示し，其の後術後 3，4， 5， 6 

日目と漸次上昇し，その後は余り変動がなし、。術後6日

目以降に於てデーターの分散が大である。

大学二次手術群の尿中 Cl濃度の動き(表 UII-2)

は術前 (561.3::t65. 74)，術当日 (416.7士122.95)，術

後1日目く262.4土74.84)，2日目く227目8土91.61)， 3 

日目(302.2士94.91)，4日目 (566.5士271.42)，5日日

図UlUII-3 大学一次手術砕並びに大学二次手術群に

おけをM中 Cl排出量 (mg/hour)の消長

図 UlUII-2 大学」次手術群並びに大学二次手術群

における尿中 Cl濃度 (mg/100cc) の消長
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表 UI-3 大学一次手術群に於げる校中 Cl排出量 (mg/hour)，の消長

症例(年令，性) |一 一術一 一一 一一前 o 1 11 1u IVVVI 1唖 XXII
-IV I -1II -11 -1 I 

201-3 (30， (1)) 81.6 278.1 256.3 

202-3 (30， (1)) ||3528mO661m6  363.6 

203-3 (49， (1)) 417.0， 300.2 I 39.7 I 37.1 217.2 218.8 

204-1 (31，合) 329.8' 318.1 238.7 i 279.9 192.2 127.6 ! 309.4 265.5 

205-1 ( ，合) 392.3 I 413.8 200.4 254.5 413.3 548.8 

206-3 (42， (1)) ! 193.9 223.0 109.6 265.4 327.6 

207-3 (37，合) i 266.3 22.1 59.2 132.7 174.0 

308-3 (26，合) ， 315.7 160.4 145.9 190.3 290.6 

209-1 (32， (1)) 82目21 232.5 59.9 20.6 22.8 35.5 

210-5 (39， (1)) 122.7 17.4 26.4 133.1 

211-1 (22，♀) 404.3 1 383.2 490.1 232.2 66.6 25.4 127.3 202.0 

212-5 (19，♀) 312.0 I 260.6 388.3 221.2 95.3 20.0 112.9 204.0 

213-7 (36，♀) 348.2 225.1 315.8 106.6 88.8 183.0 168.9 

214-7 ( ，合) 130.1 118.4 I 97.4 川 l m4  
215~9ο5， (1))叫 6 41.7 I 52.5 192.5 I 322.6 

標準偏差 ::t:35.44 
11607611 802 出 1 I 叩 0

士38.76 1 ::t:34.90 !士 57.781 ::t:63. 16 
一一一一一一一一一一一一一一一一一

表UlI-3 大学二次手術群に於ける尿巾 CI排出量 (mg/hour)の消長

術 前
症例(年令，'1'生) 一一一一一一一一 一一一ー ー i 0 1 i 11 JIT IVVvl WIXXII 

， -IV -1II -11 i -1 

201-4(30， (1)) I 198.4' 257.7! 314.1， 450.0' --1-02:-7 128.5 293.8 244.5 

202-4 (30， (1)) 286.8! 261. 0: ;~5:; I 390.3 142.6 286.5 425.2 389.8 

204-2 (31， (1)) 200.4 I 367.0 問:I 321.2 附 9 I 102.9 問9 I 253.1 
205-2 ( ， (1)) 618.4 594.5' 498.2 118.2 114.2 222.9 156.4 

206-4 (42，会 1287.0! 273 . 8! 313 . 2 I 118. 7 間 2 1 280.4 329.7 

207-4 (37， (1)) 223.4， 178.2 180.7 272.2 63.8: 67.2 260.9! 310.1 

208-4 (札苫 262.5I 257.8 i 253.4! 80.9 287. 1 254.5 

210-4 (29， (1)) 255.0 236.9 98.3 I 54.2 226.3 

211-2 (22，♀) I 231.8 I -I 179.2 I 332.1104.727.3105.1 202.3 

平均 307.4 118.5 1 110.2 275.4 267.6 

標準偏差 ±42.07 土32.97 士57.42 土70.75! ::t:61.71 

く118.5士32.97)，2-3日目 (110.2士57.42)，4-5-6日目

(275.4土70.75)，8-10-12日目 (267.6士61.71)となっ

ているが，術後2-3日目以降は大学一次手術群を常に上

廻っている。

両群を比較するに，術後4-5-6日目に於て大学二次

手術群に有意義の高値が認められる。即ち大学二次手術

群に於ては術後4-5-6日目に於て既に大学一次手術群に

比し速かなる生体の回復が見られる。

一一一一一一

IV療養所一次手術群及び療養所こ次手術群の

O/K.尿中 CI濃度尿申 CI排出量の消長

並びに荷量草比較

療養所手術集団中胸成一次手術8例と肺切1例を合

せ9例を療食m一次手術群と称し，女性2例，男性71JU
である。又胸成二次手術 7例を療食月rr二次手術:!l:fと称、
し，女性2例，男性5例の7例である。

1.療食所一次手術群及び療食所二次手術群のO/K.
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の消長並びに岡群比較(表 5H，511-1) それが術後 2~6 日目に至り落付き，分散が小となり (5

療食所一次手術群の O/Kaの動き(表 51-1)は， 日目を除く)殆んど術前値と同じになるも 8日目以降

街前(38.0士10.99)，術当日 (61.0:t32.55)，術後1日 はデーターが再び分散して来る。本若手の最高値は症例

日(77.0士25.63)，2日目 (51.9:t30.02)， 3日目 (39.8 304-2 (27才，♀〕の術後4日目 186.0で最低値は症例

士14.27)，4日目 (39.9士12.83)，5日目(35.1土11.59)， 302-2 (20才， ;:t))の術後4日目 21.1である。

6日目く32.5:tl1.69)，8日目 (44.9士24目88)，10日目 両町を比較するに，両群共に術前術後を通じて全て

(39.1:t20.95)， 12日目(36.4:t11.6わであってp 術後 E常111'[を上廻っている。術前倒及び術当日に於ては両群

1日目に高値を示し，術後 2，3日目と急激に下降し， に有意義の差なきも，療養所一次手術群に於ては，その

術後3，4， 5， 6日目に一時術前1Ir[に復するも，以後再び データーの分散の大なるを見る。術後は2日目のみに於

上昇するものが出て来て平均値は上り，且つデーターの て療75所一次手術:Il平に有意義の高怖が見られるも，図に

分散が大となって来る。本群中最高値は症例 304-1の術 見る如く療凶好一次手術群の術後経過に於て高仰を呈す

後2日目 141.5でp 最低債は症例 303一1の術後 8日 るものが相当あり p 従って療支所二次手術群に比しデ一

目 18.8である。 ターの分散が大であった，その結果平均値が療養所二次

療養所二次手術群の O/K3の動き(表 511-1)は術 手術詳に比し上廻り 30を下廻るものがない。

前 35.9土ふ10，術当日 69.8:t17.99，術後1日目 36.3 大学群(大学一次手術群及び大学二次手術群)と療

:t15.28， 2日目 34.5:t3. 50， 3日目 31.6:t7. 08， 4 長所群(療安所一次手術若手及び療養所二次手術群)と比

日目 29.2:t10. 53， 5日目 26.2士4.28，6日目 27.3士 較するに， O/K3に於て沼、むべき差なきも，平均値で療

2.88， 8日目 29.6:t11. 34， 10日白 28.5士10.27，12 養所群は大学群を全て上廻っている。療長所群が術前に

日目 28.5:t4. 37，であって，手術当日に高値を示すも， 於て既に高怖を示している原因は大学群では術前 3-4日

術後1日目に急訟に下降するも，その分散は未だ大きく 目から輸血及び補液を行っているに反し，療長一所群では

表 SI 療養所一次手術に於ける O/K3，以中 Cl濃度 (mg/100cc)，成中 Cl排出量 (mg/hour)の消長

(術前 o

l38-olboJ1| 川 5i-.-91U; 川 135J113-j514491 記 36.4
O/K3 
i主!?9?1干32.55，士25.63士30.02:t14.27士12.83:tll叫士11.69士24.88士初雪三坐竺
1 ゅ 3Iω9! 561.1. 約8.6i 473.1 i 制 O' 56l. 8 I似 8! 526.0' 508.6 I 附 6

Cl 濃度 I• ..~ ".1 ， "~. ~~I ， . ~~ A~' 
!円士干15斗干刊干224戸4.0ω2'土12い9

1

戸土168.:ι.88平序月!竺!一?一干竺空!竺杢空ザ!戸67.7竺竺3干J竺77.一一
1 257.6 1 166.9 164.4 192.2 224.7 

Cl 排出量 I . ，_ _.1 |士68.75 :t49.79 土53.89 士79.33 士84.06
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表 SII 療養所二次手術に於ける O/K3，尿中 Cl濃度 (mg/100cc)，尿中 Cl排出量 (mg/hour)，の消長

|術前 o 1 II m w V s • X 溜

35.9 I 69. 8 36. 3 I 34. 5 I 31. 6， 29. 2 i 26 . 2， 27. 3; 29. 6 I 28. 5 I 28. 5 
O/K3 ---I __=J _ .. _.' 

:t6.1O :t17.99 :t15.28: 日叩士7侃士10.53，士4ml±288土 11洲士1O.27! 士4.37

Cl 捜度 J7005lm7: 間 9lm3l3690lm6l 制 ~J ， ~~~.=_: 6~=.~ .I. ~~~'~J. ~~:.~ 
|士105.08:t175. 86士139.78::t138.51:t114.81士15641|士226.82:t117.52土79.8引土104.lOi士142.1

I 346.4! 203.1 120.5 272.33 339.2 
Cl排出量

I :t40. 07， :t66. 87 士47.84 士105.66 士97.91

表 SII-l 療養所二次手術に於ける U/K3，の消長
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図 SISII-l 療養所一次手術群並びに療養所二次手術群

における O/K3の消長
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術前に殆んど処置が行われていない。術後は両群に余り

差が認められない。大学群では手術侵襲の大なる肺葉切

除術も含まれて居るに反し，療養所群では肺切1例のみ

で他はすべて胸廓成形術であるにもかかわらず，術後に

於て余り認むべき差がなかったのは，予に続く北村，竹

内，小田等の研究(未発表)により究明されると思うが

彼等は胸廓成形術を対称とした場合に，術前処置は施行

していない。補液量は術当日 1500cc，術後1日日 1000

cc， 2日目 500cc，で計3日間で 3000ccであるが，補

波としては，一群は生理的食塩水臥二群は5F6グルコー

ゼ，三群は 5~~ グノレコーゼ+生理的食塩水 (2: 1の割

合の混合液)の三群に分け，此の場合閉鎖循環式麻酔器

を使用しなし、で手術を行い，術後データーの動きは一群

が大きく，二群，三群の11[&である。即ち生理的食塩水を

投与する事はO/K3を高くする。又肺葉切除術を対称と

した実験に於ては，補液量は前と同量であるが，一群は

生理的食塩水+5~";ク守ルコーゼ(1 : 2)の割合の混合液，

二群はリンゲル氏液十5μ グノレコーゼ(1: 2)の割合の

混合液とした場合に一群が高値を示している。又胸廓成

形術で閉鎖循環式麻酔器を用いないで， リンゲル氏液と

生理的食塩水と比較したら生理的食塩水を用いた群の方

が高値を示している。之を換言すれば生理的食塩水， リ

ンケ、ル氏液， 5μ グルコーゼ，生理的食塩水十5~b グノレ

コーゼ (1: 2)， リングノレ氏液十5%グルコーゼ(1: 2) 



表 SI-Z 療養所一次手術に於げる尿中 Cl濃度 (mg/10ucc)，の消長

症例 術前 o 1 1I IU IV V VI V皿 x I XII 別

(年令，性) I ~lV J=~ I -u i ~ ~_I _ ~ I - I ~ I ~~ I ~'I' .~ I 群

301-1 (18， (1)) I I 473.9 I 315.9 I 315.9 I 263.3 I 228.2 I 175.5 175.5 I 694.9 I 776.2 758.1 I D 
302-1 (20， (1)) 1 11193.4:1175.91842.4) 719.6 1 789.8 1 1035.5 1 719.6 1 702.0 1 772.2 684.5 1 631.8 1 754.7 1 860.0 i D 

303-1 (33， (1)) 1 1544.11930.21842.41 684.4 1 614.3 1 554.1 1 649.4 1 860.0 1 719.6 i 877.5 1 737.1 1 684.5 I 749.8: C 

304-1 (27，♀) 1 1666.91193.11315.91 403.7 1 370.7 1 458.9! 719.6 1 561.6 1 579.2 1 263.3 403.7: C 

305-1 (37， (1)) 1 1704.0: 704.01 469.31 812.3 1 613.7 1 306.9 1 361.0 1 577.6 1 577.6 415.2 1 469.3 1 631.8 451.3 1 D 

306-1 (31， (1)) 1 1 456.3 1 526.5 1 333.5 1 245.7 1 228.2 1 245.7 1 333.9 1 324.9 1 ! C 

307-1 (21. (1)) 1 11046.9 四 6|1m9m6 鈎7.1 I 487.4初1.7 ! 361.0 四 5 仰 8 ! ~ C 

308-1 (46， (1)) 1 1830.31 649.8[ 1 505.4 1 505.4 1 451.5 I 415.2 1 487.4 469.3 324.9 1 I C 

309-1 (27，♀〉 686.0I 475.0 I 534.4 i 566.1 I 747.6 ! 237.5 I 439.8 I 492.5 I 596.7 : C 
平 均 7以 3 ムリ 561 ~ T 498 ム 11--47~.1-ll- 476.0 l -561.8 384.8 I 5払o1--5ぬ6 I 636.6 ! 
標準偏差 士150.31 士山 021士印 09I :t168.88l士11274|士山 32 土167731士177.18l:t112.51 1 :t凶 99 士川 571

表 SII-Z 療養所二次手術に於ける尿rjtCl濃度 (mg/100cc)，の消長

症例番号 1 術 前
1--.ー!一 o

(年令，性) I -lV I -IU I -1I I -1 

351-zii正む 17'併 oi矧 7:270.81 794.2 I 649・1
302-2 (20， (1)) 1754.71596.71860.0.1281.21 982.8 1 559.5 1 550.5 

303-2 (33， (1)) I似 .51702.0:749.8
i 
526.51 579.2 1 577.6 1 加 7

30←2 (27， (1)) 1 1544.11473.91 544.1 

305-2 (37，(1)) 1 1631.8613.7: 451.31 740.1 

306-2 (31， (1)) 1 1 613.7i 685.91 505.4 1 685.9 1 487.4 1 415.2 1 324.9 

31か2(36， ) I I 784.5i 668・引 774.01 668.4 1 386.8 1 281.3 I 562.9 1 703.6 

V XII 
君F

JJI] 
I E IU lV 

379.1 559.6 685.9 

361.0 740.1 L
u
r
コ

0
0

ハリ

1
d
a
A
T
 

Q
J

巧，，324.9 740.1 

288.8 541. 5 722.0 487.4 415.2 

361.0 270.9 523.5 361.0 288.8 

397.1 

659.6 

平均

標準備差

700.5 369.0 1 598.6 

士114.811士156.41

630.5 I 570.3 

士226.821:t117.52 

711.7 536.9 370.3 

士105.08 士175.861:t139.78 I :t138.5 

VI 

669.3 

667.9 

704.0 

451.3 

451.3 

487.4 

642.0 

x 

722.4 

722.0 

884.5 '. 

433.2 

D
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1日目 561.1士129.09，2日日 498.6士168.88，3日目

473.1:t112.74， 4日目 476.0士135.32，5日目 561.8

:t167.73，6日目 384.8士177.18，8日目 526.0士112.51，

10日日 508.6士146.99，12日目 636.6:t191. 57，であ

って，術後1日目に比較的急激に下降し，術後 2，3日

日と下降するも，その後は余り大きな変化がなく， 12日

目に僅かに上昇する。

療養所二次手術群の尿中 CI濃度の動き(表SII-2)

は，術前 700.5:t105. 08，術当日 711.7:t175. 86，術後

1日目 536.9土139.78，2日目 370.3士138.5，3日目

369.0士114.81，4日目 598.6:t156.41，5日目 630.5

:t226.82， 6日目570.3:t117.52，8日目 673.6:t79. 85， 

10日目 752.1士104.10，12日目 722.5:t142.1であっ

て，術後 1，2， 3日目と急激に下降し，術後 4，5日目

と上昇して，術後6日目に少し下降するも，以後は少し

つつ上昇している。

両併を比較して見るに，尿中 Cl濃度は術後 8，10 

日目に療養所一次手術併に有意義の低f庄が見られる。 lllJ

ち療1ft所二次手術群に於て，術後 8，10日目に杢り，療

養所一次手術群に比して副腎機能のJL進が見られる。

3. 療養所一次手術群及び療養所二次手術群の尿中

Cl 排出量の消長並びに両群比較(表SI-3，SII-

3) 

療養所一次手術群の尿中 Cl排出量の動き(表SIーの
は術前 257.6:t68.75，術当日及び術後1日目 166.9:t

49.79， 2-3日目 164.4:t53.89， 4-5-6日目 192.2士

79.33， 8-10-12日目 224.7:t84.06であって， 手術当

日及び術後1日目と 2-3日目に僅かに下降し，その後湾rr

時上昇して余り大きな変化を示さなし、。

療養所二次手術群の尿中 Cl排出量(表 SII-3)は，
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の順に O/K3が高値を示すことになる。又閉鎖循環式麻

酔器がどれ程手術侵襲の生体に及ぼす影響を軽減するか

は研究中であるが，以上より推察するに，大学群が手術

侵襲大なる肺葉切除術が含まれて居るにもかかわらず

データーが低いのは療養所群ではリンゲル氏液を裕被ーの

主体としたにもかかわらず大学訴では 5~6"グノレゴーゼを

主体とし，又肺葉切除術には閉鎖循環式麻酔器を用いた

ためと考える。

2. 療薬所一次手術群及び療養所二次手術詳の尿中

Cl 濃度の消長並びに両詳比較(表SI-2，SII-2) 

療養所一次手術府の尿中 Cl濃度の動き(表 SI-2)

は，術前 729.3:t150.31，術当日 695.9士224.02，術後

図 8I8II-2 療養所一次手術群並びに療養所二次手術群

における尿中Cl濃度の消長 Cmg/100cc) 
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表 811-3 療養所二次手術に於ける尿中 Cl排出量 (mg/hour)の消長
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術前 346.4士40.07，術当日及び術後 1日目 203.1士

66.87， 2-3日目 120.5::t47.84，4-5-6日目 272.33土

105.66， 8-10-12日日 339.2士97.91であり，術当日及

び術後1目白更に 2-3日目と比較的急激に下降し，それ

以降は急激に上昇して， 8-10-12日目には既に術前値を

上廻ってし、る、

両群を比較して見るに，どの期にも有意義の差は認

められないが，療養所二次手術群に於ては，術後2-3白

日を境として尿中 Cl排出の急激なる回復を見る o 即ち

VIi後尿中 Cl排出量が減少し，特に術後2-3日目に於て

最低値を示している。然るに療養所一次手術群に於て

は，術後4-5-6日日以降に至るも，未だ尿中 Cl排出量

の回復の徴を見せぬものが半数もある。これは療養所一

次手術群に於ては，手術侵襲のため術後食餌倶取が充分

に行われなかったためと考えられる。
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附図 1 C群における術前術後の消長

P. T. 
130 39 

110 38 

70 36 

P. 1. -ll-l 1 n llllV V vr yl1刊lXX
130 39 

110 38 

90 37 

306-1 (31る)

70 36 

302-2 (20~) 

11038 

70 36 

1
 

7

i

n

r

1

 

F

円

U
1
4
1

宵
H
A
-

l

ト
1

1

1

-・

n
u
o
o

寸
I

円。
q
u

コ
・
門
u

n

u

l

也

什

P. T -If -1 1 1I m w v vr m Yff11X X 
13039トOD .Jノ"八，へ1A 宇 304-'2('2η7♀) 

1什1038トL liiA V¥¥V‘Jf，fハ，戸八.、1い.1.
; ¥'{¥、，‘‘，、ぜ〆、
I • ¥ 1\. 瓦~ ..' 

9 0 371--A、J‘'‘'‘^^ ̂  A.. I ，V' 

70 36 

f寸 J1I m TV V vl vrrVf1f1XX 

P. T 
130 39 

110 38 

307-1 (21 ~) 

P. T. -ll -1 1 n m w V vr刊珊JX:X
13039LOD3OB-1(468) 

110 38 ~I 

309-3(27平)

7036 

F司て-1f-1 1 1I JI[ rv v判vrrvm Il 1 

Z砂川ぷ
-If -1 1 1I JI[ 1v V VI Y1I VIII lX X 

体温 CT.)ーーー

依牌(f.)---ー・



附図 2 D群における術前術後の消長
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総括並びに結論

肺結核の外科的療法はその尉;ー酔法の改善並びに抗生

物質の発見と相倹って長足の進歩をとげ，ここにその子

術による死亡率の減少となってあらわれ手術適用の範囲

もひろまった。然し未だ輸血補液投与の質的量的決定，

換言すればその基本方針(条件)が確立されていないた

め，その外科的療法の適用も米だ限られた日間にある。

今日までの手術効果の良否を決定する因子は究極の

ところ被検者(人間〕の死亡率の観察にあったが，かか

る方法によっては今日の輸血，補i11交の量的質的の相聞に

於げる基本条件の決定は到底望みうるところでない。

本問題の解明は現代医学の保有する数多くの検査法

の中で特に被検体(人間)の Vitalityの度を客観的に

把握し得る方法，換言すれば真の意味の疲労測定法の適

用の下に行われるものである。しかるに現代医学は未だ

かかる方法を保有しいず，所謂勝j召の云う疲労(原因)

検査法のみが存しそれに依らざるをえない現状にある。

かかる意味に於て最近報告され箇々なる方前より検

討された新尿疲労係数法に対し，ここに再三それに対し

有機的観察を行い疲労係数法としての性質の有無，その

適用の範囲を決定することは誠に重要な事と信じ本実験

を行った。

被検対象として肺切 7例，日市区域切除 2例，胸成

〔一次，二次及び補正胸成)28例，空洞摘出 2例，膿胸

筋肉充填 1例の合計 40例を対象とし，術前 1-3日よ

A群に於ける符前後の下記尿生機物質の消長

i竺旦 o 1 II 竺 1_IV V 竺 l-J-一三ーしー-
0/K3|308[83374415941364i3281384!33713031364135O 

士3.231士37.55士34.04，:t:32.25 士7.82士14.11士14.34士10.31 士2.83':t:16.58士15.45

尿量瓦ii(222353|325i63l26j130」-1308| ♂hや31 ん
(cc/hour) 士14.96; 士7.25士13.99 士8.36 :t:6.29 士10.471ごと11.55! 士9.32士14.49':t:27.46 士13.84

尿中 Cl濃度 779.6: 510.8 185.5 132.2 178.5 i 311.7 454.6 I 471.2， 545.4 1 591.5 I 627.0 

(mg/仙 c)士山咋16397±5780l士76.74士86.58!:t: 159.51士218町 329.42，士364.41士揃 84土問 40

尿中 Cl排出量 295O 1 909 479 1139 1825 

(一日/日竺 i:t:…i 主?竺一三?LfL|一 一千? l-一一三千三1
尿中蛋白 fi '""0 r:" I 
出現率(~の o 14.3 I 42.8 28.5 I 0 0 14.3 1 20.0 33.3 i 0 0 

尿中糖 33.31 100 85.7 i 71. 4 I 85.7 i 60.0 i 83.3 ， 66.0' 60.0 I 60.0 50.0 出現率(~.の 11 • "T I OJ. I 0.) • J VV. V I 

B群に於ける術前後の下記尿生機物質のi局長

術前 o 1 II lli IV 土 1 VI Wl X 竺
2613821396136813471266l 28.1lMj29612801287 

O/K3 .-:~J ，-:':J ，-:'~.! .-~'=J 
士2.36 士4.49，:t:7. 931 士6.n: :t:6.26， :t:5.15! :t:4.27' 士3.41' 士5.471 土3.96 土4.38

収量 |69013041402J3381363146515791569156315691591

(c仙 our) 1 :t:11.05; :t:2.31 土4.991 士4.77! :t:4.321 :t:9.06' 士9.05 :t:8.64' :t:1O.80 :t:8.68 :t:9.74 

尿中 Cl濃度 536.8 4日6.0i 319. 5 240. 1 289.7 伯5.5I 458.8 I 518.51 496.7 494.8 533.7 

(mg/100ω) 1士41.20:t:95.46 :t:99. 601 :t:62. 69，士67.d:t: 160.34 :t:90. 82士108.02 118.15土113.02:t:65. 31 

尿中 Cl排出量I308.7 139.5 117.2 289.5 301.4 

(mg/hour) 1 :t:34.52; 士37.28 士41.24 士41.76 士58.73

2Jおけ O [71! 川川 21.41 21.4" 7.1118.7 0 ト 7.7引 o

2山一ιZJ♂去l μL一一…O…川i雨lι;下 8市¥下6.バ;.6: 81.2一一7下可一三ユエ三エ81.し;
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C群に於ける術前後の下記尿生機物質の消長

l術前トL Llーと m IV Vー← i-cm|x しと
|ω.8197.873.3J55.9i41.9144.2l 37.637250.7!47.6140.5 

0/? | ±8641±竺24!?41286i士14.9 士12.57:士11.3i士山|士23.31::!:24.0 !竺17.54
尿量 41.5 24.5 36.7 33.9 :刊 4' 35.31 40.6 I 30.0 37.71 40.81 35.9 
(cc/hour) I士14.38 士8.69士10.99::!:13.13士14.47士25.25; ::!:8.65 ::!:12.08 ::!:12.93 士9.35士11.91

尿rt'C1濃度， 700.9 727.5 500.5 452.9 486.7 592.2 606.3 I 494.0 540.9 520.6 655.1 

(mg/100 cc) :士120.70， 244.97士110.13士71.50::!:76. 38士133.02士164.17::!:200.47士124.69士142.21士145.48

尿ヰ中， C口1j排非出量 2お55.9恥 16ω9.4

(m叫ng/ho叩ur) I士56ι6.2叫士39.9
161. 7 203.8 202.9 

尿中主蛋昔白
50.0 40.0 50.0 出現率(~.の| 1=~5 I 71._4 ~I 25.0 1 28.6 i土 [Jdr

尿中糖
66.6 I 100 66.6 出現率(:?の uU.V I 

D群に於ける術前後の下記尿生機物質の?局長
|一一一一「

術前 1 n m IV V VI WI X XII 

/TT 33.81 51.1 i 44.5 I 31.5 28.8 I 26.4 25.4 25.7 25.3 26.8 30.5 o IK3 .. _ .. J .. _ _ _ I 
{ --...士7.171土16.7， ::!:20.0 I 士6.52士6.74'::!:22.82 ::!:2.55 土3.29I ::!:20.0 I 士5.46; 士4.29

尿量 70112651357131O 41847946750346949.5535  

(cc/hour) 士23.051士11.27士10.921 士7.58::!:25.89士22.82士19.12士16.66::!:16.76!土16.72::!:19.24 

尿中 C1濃度側 9 533.91 327.5 i 335.7 482.8 仰 6' 450.5 627.3 767.2 I 725.1 

(mg/100 cc) 1 士158.33::!:165.16 ::!:115. 78士64.12士196.08::!:228.17士178.66::!:107.56'士92.44 207.74 

尿中 C1排出量 362.9I 193.0 142‘5 254.2 351.1 

(mg/hour) ::!:42.47[ ::!:70.5 士71.3 士山 39 士82.51

ELZLJHi4jTEl万|ーリ 14.31 14.3 示戸J7
尿中耕-1L L I "'7-1 A I 
出現率(~.の; 166! 100 7141 100 i 833 714i 7141 714; 1431 5711 143 

り術後 14日までの聞の尿を逐目的に採集し，上記疲労 A群:術後に於てO/K.が極めて大きく上昇した群

係数 (O/K.)を測定するほか，尿排出量，尿中 C1濃 (7例)

度，尿中 C1排出量並びに尿中lli白，尿中糖出現率につ B群:その上昇の著明でなかった群 (17例〉

いて測定した。 n群:術前術後の補液としてリンゲル氏液を主体とす
上記患者を性別，手術種類別，輸血並びに補液の量 る群 (16例〕

及び質別，麻酔条件別に分類し，疲労係数としてのO/K. C群:術後に於てO/K.が極めて大きく上昇した群

法に対しその疲労測定法としての価値の有無につき有機 (9例〉

的観察を行った。 D群:その上昇の著明でなかった群 (7例)

本係数検討のために上記患者 40例につきそれを大 に分け尿係数と同時に測定された尿生機物質との相関に

きく二群に分け，更に各群をそれぞれ二群に分げた。即 於て批判検討を加えた。

ち下記の四群に分けて検討した。1. 手術種類(肺結核の外科的療法)と O/K.との

I群:術前術後の補液として 574グルコーゼを主体と 相関

する群 (24例〉 著者の観察した手術例は 40例，肺切7例，肺区域
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切除2例，胸成(一次，二次及び補正胸成)28例，空洞

摘出術 2例，膿胸筋肉充填術 1例であるが，この場合

O/K3の術後の消長はその手術種類とは直接の相関がみ

とめられなかった。

2. 閉鎖循環式麻酔器の使用と O/K3との相関

手術に際して閉鎖循環式麻酔器の使用例は肺切6例

であるが，一例の例外をのぞき O/K3値の術後の上昇は

比較的少く上記B群に属し，むしろ当麻酔器を使用せざ

る胸成群に於て高値を呈するをみとめた。

3. 術前術後処置と O/K3との相関

上記手術例に於て術前術後を通しての O/K3 値は

O/K3正常値 (20.5士3.0)をすべて上まわっていたが，

全症例を術前術後処置として596グルコーゼを主体とし

た群とリンゲ、ル氏液を主体とした群に分けてみた場合，

術後に於げる O/K3値の上昇は後者 (C，D 群)に於て

著しかった。又術後の輸血が大量行われた症例(A，B群〕

に於て O/K3値の上昇が少なかった。

4. 男女性別と O/K3との相関

男女性別と術後の O/K3の上昇との相関に於ては，

その手術種類，輸血並びに補液の量及び質に直接関係な

く，女子被検者 (8例〉の術後に於げる O/K3値の上昇

に男子 (32例)のそれに比し著しかった。

5. 肺活量並びに呼吸停止時間との相関

術前の肺活量並びに呼吸停止時間と術後のO/K3値

の上昇との関係についてみるに，肺活量特に呼吸停止時

間の小であるものに於て O/K311庄の上昇が著しく思われ

た。

6. 術後に於ける体温並びに脈樽の経過と O/K3と

の相関

術後に於ける O/K3偵の上昇の著しきものは術後の

体温の上昇の著しきものか，乃至は温度表に於て術後の

脈持の増加の体温の上昇に比し著しきものに於てみられ

7こ。

7 術後の尿量，尿中 Cl排出量，尿中 Cl濃度並

びに尿中蛋白，糖の消長と O/K3との相関

前述の如く全症例を A，B，C， D 群の四群に分ける

と， A並びに C群即ち術後 O/K3値の大きく上昇した

群に於げる尿量，尿中 Cl濃度，尿中 Cl排出量はその

対称群である B並びにD群に比し低値を示している。 ~p

ち，術後の尿排出が悪く，旦術後の副腎機能の元進と食

餌摂取の不振から来る尿中 Cl濃度並びに尿中 Cl排出

量の低値がA並びにB群に於て著しかった。

尿中蛋白出現率ばA並びにC群に於て B並びにD

群に比し大であった。然し尿中糖出現率に於ては差を見

出せなかった。

以上の結果より本疲労係数法 (O/K3) はすでに西

風17) 野崎ベ岩田11)の述べている如くそれが生体に於

げる一定の臓器，一定の代謝機能系の機能に対し直接の

相関を有せず，真の意味の疲労測定法 (Vitality測定法〉

に近い性格を有するものと考えられ，ここに少なかれ上

記輸血，補液投与の質的，量的の基本条件解明研究に充

分に適用し得るものと信ずる。

最後に本研究に当り御指導並びに御教授下されま

した北海道大学医学部第一外科教室三上二郎教授，

同教室山田淳一助教授及び新田一雄助教授並びに北

海道大学結核研究所化学部西風助教授に満腔より深

謝の意を表すると共に本研究に当り御協力戴きまし

た国立札幌療養所に深くお礼申し上げます。
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